
2016年 8月 7日 平和の主日 

福音書 ヨハネ 15：9－12 

第一の日課 ミカ 4：1－5 

第二の日課 エフェソ 2：13－18 

 

今週の聖句 

わたしもあなたがたを愛してきた。わたしの愛にとどまりなさい。 

ヨハネ 15：9 

 

ねらい 

 神さまの愛とは何か。そして、その愛と平和とがどのようにつながるのか。

そのことをみことばから聴いていきたい。 

 

説教作成のヒント 

 「愛」という抽象的概念をより具体的に表現すると子どもたちに伝わりやす

いかもしれない。たとえば、愛はどんな人でも受け入れることなど。その際、

それが「私たちの」愛となるということも大事なことだが、まず「神さまの」

愛として聴いていく。 

 

豆知識 

 今回の日課の直前に、イエスさまは、私たちの愛の基礎はどこにあるのかを

ぶどうの木とその枝のイメージを用いて話している。枝がぶどうの木につなが

っていることで実を結べるように、私たちはイエスさまの愛にとどまっている

ことで、愛する者とされるのである。 

 

説教 

 悲しいことに、私たちの世界では、自分と違うからという理由で暴力を振る

われたり、とても酷いことを言われたりして傷付いている方々がいます。生ま

れた国が違うからあなたは人間じゃないと言われたり、性別が違うから仲間外

れにされたりする人々がいるのです。もし、みんながそんな風に違いがあるか

らという理由で嫌なことをされたらどう思うでしょうか。もし、野菜が苦手で

少し食べられないからという理由で、クラスのお友達から無視をされたら、も



し、ちょっと勉強ができないからという理由で悪口を言われたら、心が痛くな

って、嫌な気持ちになるのではないでしょうか。しかし、人の気持ちが分から

ずに、酷いことをしたり、酷いことを言ったりする人がたくさんいます。そう

いう人たちは、また自分も違いをもっていることに気付いていないのかもしれ

ません。 

 私たちは、それぞれ違いをもって生きています。みんな顔が違います。体の

大きさもそれぞれです。好きなもの嫌いなものも一緒ではありません。考えて

いることも同じとは限りません。私たちは、「わたし」というたった一人の尊い

人間として神さまにつくられました。つまり、私たちには違いがありますが、

神さまがそのように私たちをつくられ、それをよしとしてくださるのです。そ

れが、神さまの愛であるといってもよいかもしれません。 

 イエスさまは、その愛にとどまるようにと言われました。神さまがみんなの

ことも、お友達のことも、そうでない人のことも、大切に思い、認め、受け入

れてくださっていることにとどまるようにと言うのです。それは、第一に、私

たちが神さまに愛されていることのメッセージです。しかし、それだけでなく、

私たち以外の人もなお神さまに愛されていることに目を向けなさいというメッ

セージでもあります。私たちが好きになれない人、苦手な人、怖い人、憎い人、

そういう人たちもみな神さまによってつくられ、大切にされている人だからで

す。イエスさまはそのことを示されました。イエスさまは、仲間外れにされて

いる人たち、人間とも思われていないような人たち、馬鹿にされている人たち

の友となって、その人たちを大切な人間として受け入れました。ですから、私

たちは、そんなイエスさまの愛にとどまれるように祈り求めるものです。そし

て、違いがあることによって人を傷つけるのではなく、イエスさまの愛になら

って平和をつくりあげるものへと変えられていきたいものです。 

 

分級への展開 

さんびしよう 

＊讃美歌は”こどもさんびか”（日キ版）より 

□１４１番 「ウリエイウッソン」 

□１０８番（改訂版） 「ウリエイウッソン」 

やってみよう 

☆「ほんとうの平和とはなんだろう？」 



準備する物：ハート型の紙を人数分×５枚程度 模造紙ペンなど 筆記用具 

１．今の気持ちをハートに書く。１つだけではないと思うので、何枚か書く 

２．下の図のように分けた模造紙に喜び・涙・笑い・怒りに分けて貼る 

 

３．どういう時に、そういう気持ちになったか発表する 

４．こども讃美歌かなしいことがあっても 

５．どんな気持ちの時も神さまのそばにいて、見守ってくださっていること、

見守られていることが平和であるということを伝える 

話してみよう 

・「平和って何ですか？」って聞かれたら何とこたえる？ 

・「平和じゃないってどういうことですか？」って聞かれたら何とこたえる？ 

・平和と平和の反対と、それぞれ対応している答えになった？違っていたら何

で違ったか考えてみよう 

例)対応 平和は争いがない 平和じゃないは戦争 非対応 平和は日常 平和

じゃないは戦争 

・私の平和と世界の平和は同じ？違う？違うのは何故？ 

・聖書の平和と私の平和、世界の平和は同じ？違う？ 

http://tng.jelcs.net/cstext/img/20130804.jpg


2016年 8月 14日 

福音書 ルカ 12：49－53 

第一の日課 エレミヤ 23：23－29 

第二の日課 ヘブライ 12：1－13 

 

今週の聖句 

わたしが来たのは、地上に火を投ずるためである。 ルカ 12：49 

 

ねらい 

 イエスさまは、火を投じるために来たという。それは、神の裁きを通して私

たちが救いに至るためである。神のことばは、厳しさ抜きには語れないが、ま

た厳しいだけでもないことを分かち合いたい。 

 

説教作成のヒント 

 裁きと救いは表裏一体である。裁きとは、私たちの罪が暴かれていくことで

あり、私たちが自分を救い得ないことを知らしめることである。しかし、だか

らこそ、イエス・キリストの福音が響く。 

 

豆知識 

 「火」とは、おそらく神の裁きのイメージとして用いられている。しかし、

それを聖霊の火とみなす人もいる。 

 イエスさまが受けねばならない洗礼とは、イエスさまの死を表している。 

 

説教 

 たまに気付かれなければ悪いことをしてもいいんだよと言う人がいます。た

とえば、人の物を盗むことです。泥棒はいけないことです。しかし、夜中にこ

っそりお家に忍び込んで、お金や宝石を盗んでいく人がいます。夜は暗いです

し、眠っている人が多いので、人に気付かれにくくなります。そして、気付か

れなければ、盗んだお金や宝石は自分のものになるから、それでいいと言う人

がいるのです。本当にそうでしょうか。 

 イエスさまは、「わたしが来たのは、地上に火を投ずるためである」と言われ

ました。イエスさまの火は、夜の闇にこっそり悪いことをしていても、それを



照らして明るみに出します。そんなとき、イエスさまの火は、悪い人を懲らし

めるとても熱い火にもなります。私たちは、どうでしょうか。もしかしたら、

こっそり悪いことをしているかもしれません。気付かれなければ大丈夫と思っ

ているかもしれません。しかし、イエスさまの火が私たちの悪さを明らかにし

ます。私たちは、イエスさまに対して、悪いことを隠すことはできないのです。 

 そんな私たちは、熱い火に焼かれてしまうのでしょうか。そうではありませ

ん。イエスさまは、私たちが自分の悪さに気付けるようにしてくださっている

からです。そして、それだけでなく、どんなに悪い人でも赦し、受け入れてく

ださるイエスさまの愛の火にも気付くように語っておられるからです。私たち

は、イエスさまの教えによって、教えが守れない自分の悪さが見えてきます。

そして、こんな悪い自分は、赦してもらえるんだろうか、神さまの子どもとし

てふさわしいんだろうかと考え込んでしまうかもしれません。しかし、自分は

ダメかもしれないと思ったときにこそ、イエスさまの優しくて温かい火が私た

ちの心に灯ります。 

 悪いことをするのは良くないことです。しかし、悪い自分でも、神さまは厳

しくも優しく受け入れてくださいます。そんなイエスさまの愛の火を私たちの

心の中にいただきましょう。 

 

分級への展開 

さんびしよう 

＊讃美歌は”こどもさんびか”（日キ版）より 

□４６番 「やまにはけわしい」 

□１２０番（改訂版） 「主イエスの道を」 

やってみよう 

☆「イエス様の弟子になろう」 

今日は２つのゲームをやりましょう。人数によりますが、きっと室内でできる

のではないでしょうか。 

それぞれのゲームで、指示をするリーダーが必要です。また、リーダー以外は

目隠しをしてやると難易度があります。 

特にゲーム２は動きがあるので、教師の方々は見守りをお願いします。 

～ゲーム１～ 

リーダーは前に、子どもたちは散らばって立ちます。 



１．リーダーが「イエス様が言いました。座りなさい。」全員座ります。 

２．「ジャンプしなさい。」これは、“イエス様が言いました”とは言っていないの

で、その場から動きません。 

３．“イエス様が言いました”と言っていないのに動いたり、リーダーが指示した

動きと違うことをやったら抜けましょう。 

４．最後の１人になるまで続けます。 

～ゲーム２～ 

１．おしくらまんじゅうのように、隣の子どもと腕を組み、背中を合わせて円

陣を組みます。 

２．リーダーが「左」と言ったらみんなで左に、「右」と言ったら右にドドドッ

と移動します。 

３．リーダーは前後左右、左回り、右回り、しゃがむ、ジャンプとみんなを操

縦します。 

～ゲーム１～では、リーダーの指示をきちんと聞き分け、その言葉を信じて行

動する力が必要です。 

～ゲーム２～では、リーダーと仲間たちを信じて動かないとできません。 

仲良しで周りに合わせることだけではなく、神さまの言葉に耳を傾け、自信を

持ってすすむように伝えたいです。 

 

話してみよう 

・分裂した方がいいことってある？具体的に挙げてみよう。 

・「形だけの平和」ってあるだろうか？それって良いこと？ 

・イエス様の言う「火」って何だろう？ 



2016年 8月 21日 

福音書 ルカ 13：22－30 

第一の日課 イザヤ 66章 18－23 

第二の日課 ヘブライ 12章 18－29 

 

今週の聖句 

狭い戸口から入るように努めなさい。ルカ 13：24 

 

ねらい 

 神さまの御心は計り知れず、神の国に入ろうとしても入れない人がいるとい

う言葉に戸惑いを覚える。しかし、それでも尚、私たちは十字架における神の

救いの約束を聴き取っていくものである。その約束を私たちの前にある狭い戸

口とし、その約束にのみ信頼したい。イエス・キリストの十字架の死に私たち

の救いと希望がある。 

 

説教作成のヒント 

 狭い戸口の前に立つとき私たちは何を感じるだろうか。入りにくいと感じた

り、あきらめたりするかもしれない。つまり、自分にそこを通る可能性がある

かどうか考えさせられる。 

 イエスさまは、３０節で驚くような逆転があることを語っている。逆転のメ

ッセージを受け取っていくことは、大事なことであろう。 

 

豆知識 

 ルカは、福音書の半分以上をイエスさまのエルサレムへの旅として描いてい

る。エルサレムは、イエスさまが十字架で死なれるところである。今回の箇所

は、そのエルサレムへの旅との関わりの中で語られている。 

 

説教 

 私たちは、旅行に行くことがあります。そして、だいたいその旅の目的地は

はっきりしています。おじいちゃん、おばあちゃんの家であったり、遊園地や

水族館であったり、海や山だったりします。私たちは、色々なところに出かけ

て行きます。 



 さて、聖書は、神さまも旅に出かけたことを記しています。そして、その目

的地もはっきりしています。しかし、神さまの旅は、たったひとつのところを

目指した旅でした。その目的地は、エルサレムというところで、イエスさまが

十字架によって死なれるところです。イエスさまは、死んでしまいます。しか

し、そのことによって、神さまの国への扉は開かれたのです。 

 イエスさまは、「狭い戸口から入るように努めなさい」と言われました。この

イエスさまの言葉は、良い子になるようにがんばったら、神さまの国に入れる

ようになるよというように聞こえてきます。私たちは、良い子になれるでしょ

うか。我がままを言うこともあります。嫌いな食べ物だってあります。お友達

に意地悪してしまうこともあります。お父さんやお母さん、先生の言いつけを

守れないこともあります。そんな私たちは、神さまのこどもにふさわしい者と

なって、神さまに受け入れてもらえるでしょうか。私たちには、難しい、本当

に狭い扉のように思えます。 

 しかし、神さまの国に入れないと思っている人こそ、神さまに受け入れても

らえます。なぜなら、その人は、自分の力に頼るのではなく、神さまによって

入れてもらうしかないことを知っている人だからです。ですから、それは狭い

扉なのです。私たちが神さまの国に入るためには、神さまがイエスさまの十字

架の死によって、良い子になれない私たちを赦し、神さまの子どもとして受け

入れられてくださる他ないからです。ですから、私たちは、イエスさまの十字

架の死によって私たちが赦され、受け入れられることに信頼しましょう。良い

子になることが神さまに愛される条件ではありません。それは、まったく神さ

まからのプレゼントです。 

 

分級への展開 

さんびしよう 

＊讃美歌は”こどもさんびか”（日キ版）より 

□３６番 「しゅイエスのみちを」 

□１２０番（改訂版） 「主イエスの道を」 

やってみよう 

☆段ボールで狭い戸口と広い戸口を作ってみよう！ 

・１つは、適当な大きさの段ボール（広げるとハイハイで 1 人が入れる位の大

きさ）を広げて、ガムテープで固定する。→狭い戸口 



・1つは、大きめの段ボールを広げ、ガムテープで数枚つなげ、子どもが立って

通れる広い戸口を作ってみる 

・できあがったら、広い戸口―狭い戸口の順にくぐってみる。広い戸口は 2，3

人で通ると良い。 

話してみよう 

その１ 

・広い戸口は、簡単に入ることができましたか。どんな感じでしたか？（みん

なで入ることができる、姿勢を変えずに入ることができる、楽に入れる etc） 

・反対に狭い戸口はどうでしょう？どうやったら、入ることができたかな 

・（姿勢を低くする、1人で入る、何も持たないで入る etc） 

・イエス様は、「狭い戸口から入るよう努めなさい。」と言われます。どんな意

味があるかみんなで話してみよう。（そのままでは入れない、自分を変える→悔

いあらため） 

その２ 

・順番抜かしされたことある（したことある）？それはどんな時？そしてどう

思った？ 

・天国に入る順番があるとしたら、それはどうやって決まるんだろう？ 

・狭い戸口から入る生き方ってどんな生き方だと思う 



2016年 8月 28日 

福音書 ルカ 14：7―14 

第一の日課 エレミヤ 9：22－23 

第二の日課 ヘブライ 13章 1－8 

 

今週の聖句 

だれでも高ぶる者は低くされ、へりくだる者は高められる。ルカ 14：11 

 

ねらい 

 神の選びは、その人が優秀であるか、地位があるか、裕福であるかといった

人間の側の好ましい条件には左右されない。その喜びを分かち合いたい。 

 

説教作成のヒント 

 神の価値観は、人間の価値観とは異なる。神は、弱い者、貧しい人を選び、

寄り添い、招かれることをイエスさまは示している。 

 

豆知識 

 食事の席は、当時の地中海世界においてそこに座る人の社会的地位を明らか

にした。したがって、会食の席は、差別が露骨になされる場でもあった。それ

で、社会的地位が異なる人々が共に食事をすることは珍しいことであった。し

かし、イエスさまは、そしてキリスト教は、異なる人々が平等に共に食事をす

ることを重んじた。 

 

説教 

 ここはパーティー会場。大きな机の上にご馳走がたくさん並んでいます。美

味しそうなステーキ、新鮮なお寿司、色とりどりのサラダ、それに大きなイチ

ゴが乗ったショートケーキもあります。他にもカレーライスや唐揚げもありま

す。そして、美味しそうな食事がある席は、入り口からずっと遠くの方にあり

ます。さらに、その席に座った人は、大切なお客さんとして思われて、何でも

好きなジュースが飲み放題のようです。ですから、その席は、少ししかありま

せん。さて、みんなはどの席に座りにいくでしょうか。きっと、誰にも負けな

いように入り口から一番遠いご馳走のある席に走っていくかもしれません。 



 さあ、一生懸命走ったおかげで、無事ご馳走が食べられる席に着けました。

好きな物が食べ放題、飲み放題です。さて、これからご馳走を食べ始めようと

思ったそのとき、係の人が近づいて来て、こう言いました。「申し訳ございませ

ん。こちらの席は、お金持ちの人、偉い人、頭の良い人しか座れません。お客

様は、あちらの席へお座りください」。一生懸命走ったのにがっかりです。それ

に、お店の人が案内してくれた席には、ご馳走も少なく、ケーキの代わりにお

せんべいが置いてありました。そして、さっきまで座っていた席を見ると、高

そうな洋服を着た男の子、女の子が次々に座っていきます。でも、自分は座れ

ません。何だか仲間外れにされているようで、悲しくなってきました。 

 すると、そこにイエスさまがやってきました。そして、おせんべいをぽりぽ

り食べている私たちにイエスさまが開いているパーティーに来るように言いま

した。そのパーティーでは、お金がなくても、偉くなくても、頭が良くなくて

もご馳走が食べられるそうです。イエスさまのパーティー会場に着いてみると、

イエスさまの言われた通り、そこには色んな人がいて、みんな一緒にご馳走を

食べていました。中には、よれよれの服を着た子、靴が買えない子、車椅子に

乗った人、寝たきりの人もいます。イエスさまは、本当に誰でもパーティに招

いておられました。さあ、私たちもご馳走をいただきましょう。 

 

分級への展開 

さんびしよう 

＊讃美歌は”こどもさんびか”（日キ版）より 

□５１番 「わたしはしゅのこどもです」 

□１２３番（改訂版） 「わたしは主のこどもです」 

やってみよう 

☆使用済み切手を集めよう 

・世界中には、貧しい人がたくさんいます。 

貧しく弱い立場に置かれた人々への保健医療活動を行っている JOCS（日本キ

リスト教海外医療協力会）に使用済み切手を送りましょう。 

すでに、使用済み切手を集めている教会もあるかもしれませんが、子ども達で

箱を作って、教会のみなさんに呼びかけをして集めてみましょう。 

使用済み切手の送り先 

お願い： 使用済み切手などのご寄附は、送付にかかる送料を各自のご負担でお



願いしております。 

〒162-0045 東京都新宿区馬場下町 1-1 早稲田 SIAビル 4階 JOCS東京事務局

切手部 TEL 03-3208-2418 

使用済み切手運動は、皆様の会費や募金と合わせて、海外協力に活用されます 

 

活動を支える：使用済み切手運動 

日本キリスト教海外医療協力会（JOCS）では、1964 年から使用済切手を集め

て、海外医療協力に役立ててまいりました。この間、200 万件以上にもおよぶ

使用済切手のご協力により総計 100 億枚以上の切手が寄せられ多くの医療従事

者をアジアの地に送ることが出来ました。全国から寄せられる使用済み切手や、

募金によって、JOCS の活動とワーカーの働きが支えられています。よろしく

お願いいたします！！ 

 

切手を切り取るとき、送り方などの大事な注意点 

１．切手の種類は問いません。普通の 80円切手などでも何でも OKです。 

２．切手のまわりは大体 5mmから 1cmはなして切り取ってください。(切手の

まわりのぎざぎざちが欠けなければ大丈夫です) 切手のまわり 5mm というの

は、切手を破損しないで、なおかつ紙の部分を小さく・・・と言う意味です。 

３．切手を切り取る際、切手の目打ち（ぎざぎざ）を切り取らないようにして

ください。(切り過ぎても目打ちが切れていなければ大丈夫です) 

＊一枚だけ貼った切手は一枚ずつに切る。 

＊何枚かまとめて貼った切手はまとめて切る 

話してみよう 

・神さまは、偉い人、勉強のできる人、運動ができる人、かっこいい人、お金

持ちの人を特に愛されると思いますか？ 



・神さまは、みんなの事を分け隔てなく愛されています。何もできなくてもど

こに住んでいても、1人 1人がとても大切な存在なのです。 

・周りにひとりぼっちでさびしい思いをしている人はいませんか？困っている

人はいませんか？体の不自由な人はいませんか？また、自分がひとりぼっちだ

と感じたことはないですか？ 

・イエス様は、神さまの子なのに一番身分の低い者となり私たちに仕えてくだ

さいました。イエス様なら弱い人に対して、どうされるでしょう。 

 


